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『タンホイザー』と神話

伊藤嘉啓

（1）

　パリで，ワーグナーはオペラの題材をアレコレ探してみたとき，偶然，タ

ンホイザーの伝説が目にとまった．ヴェーヌスとの歓楽のために，地獄にお

ちたミンネゼンガー（変愛詩人）タンホイザーの話に，ワーグナーは興味を

もつたのである．ワーグナーは，この話を，ティーク（■udwig　Tieck，

1773－1853）の短編集『ファンタズス』（P加π螂〃5，1812－17）の中の『忠

実なエッケルトとタンホイザー』（，0θ7gθ’7θz‘6　E6肋7‘襯4伽乃ππ伽567，1799）

で，すでに知ってはみたが，そのときには，あまり親しみを覚えなかった．

きうかうしてみるうちに，友人のレールス　（Samuel　Lehrs，1806－43）が

1冊の論文集をもつて来て見せてくれた．レールスは，ケ一心ヒスベルクの

出身で，いまは，パリのディド（Didot）といふ出版社につとめ，ギリシア

古典叢書の編集の仕事をしてみるのであるが，郷里ケーニヒスベルクの王

立ドィッ協会（Die　Kgl，　Deutsche　Gesellschaft）から出された論文集に，

ルーカス（T・C・LLucas）といふ学者が，ワルトブルクの歌合戦に関する

論文（σゐ8γ　4診η　1（7∫6g　ひ。π　レ重ノヒ〃めπ讐，　1838）を載せてをり，それがワーグナー

に役立つかもしれない，とレールスは思ったからである．

　通常，ワルトブルクの歌合戦といはれてみるのは，次のやうな話である．

舞台は，アイゼナハ市の山の上に，今もそびえるワルトブルク城である．

こ、はテユーリンゲンの方伯（Landgraf）ヘルマンの時代に，宮廷文化の花

開いた所として知られてみるが，伝承によれば，1206年（一説では7年，ま
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た他の説では8年）に，この城に6人の歌人（ミンネゼンガー）が集って，

歌合戦がおこなはれた．5人は，城主である方伯ヘルマン1世をた、へた

が，1人ハインリヒ・フォン・オフターディンゲンだけは，オーストリア公

レオポルトを賞賛した．この歌合戦にやぶれた者は，首を切られる掟であっ

た．ハインリヒが負け，もう少しで首を落すところであったが，方伯夫人ゾ

フィーの仲裁で，何とか，命はとりとめたのである．

　ワーグナーは，この話もホフマン（E・T・A．Hoffmann，1776－1822）の短

篇『歌合戦』（Dθ7κα曜鹿75伽8〃，1819）（D’θ38rψ∫o励7〃伽第2巻所収）

で読んでをり，なじみの話だつた．

　ところで，この競技に参加したといはれるミンネゼンガーは，ほゴ全員，

実在の人物であるのに，最も重要な役割をはたすハインリヒ・フォン・オフ

ターディンゲンは，歴史上それらしい人物が見あたらず，そのために，いろ

いろモデル探しが盛んだつたのである．

　ルーカスは，この論文で，ハインリヒ・フォン・オフターディンゲンを，

13世紀に実在したミンネゼンガーであるタンホイザーであらうと推論した．

かうして，もともと全く別の2つの説話が，1つに結びつけられたのである．

たゴし，ルーカスのこの仮説は，今日，否定され，学問的には，もはや，問

題にされないのであるが，ワーグナーのオペラに何ほどかの影響を与へたと

いふ理由で，私たちは，この学者の名まへを記憶するのである．

　それでは，架空の人ハインリヒ・フォン・オフターディンゲンに擬せられ

たタンホイザーとは，いかなる人物か．

　タンホイザー（あるいは，ダンホィザー）の経歴は，よく分らない．十字

軍（第5回，1228年）に出征したこともあり，しばらくオーストリアのプリ

ードヒ2世の宮廷に身を寄せてみたが，フリードリヒの死後（1246年）は，

各地を転々と放浪して廻った．

　中世ドイツには，恋愛歌（Minnesang）といはれるものがある．こ」で主

題となってみる恋愛は，今の私たちが思ひ浮かべるのとは違ひ，「ミンネ」

（Minne）といはれる独特な愛である1）．騎士は身分の高い既婚の女性一た
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とへば，主君の奥方を，思ひ姫として，精神的に恋ひ焦れ，武勲もまた，思

ひ姫のために立てるのである．騎士物語のパロディである「ドン・キホーテ』

の主人公ドン・キホーテの雷険は，すべて，百姓女の思ひ姫ドゥルシネーア

への贈物なのである．

　このやうな愛は，当然，どこまでもプラトニックであらねばならず，官能

的であってはならない．ところが，タンホイザーは，時代の風潮に反する反

逆児であったらしい．タンホイザー作と称する，官能的な愛をす＼める作品

が残ってみる．そのためでもあらう，のちにこの詩人にまっはる伝説が成立

した．16世紀のはじめには，『タンホイザー＝バラード』と題する詩も作ら

れ，伝説は普及した．それによれば，タンホイザーは，愛欲の女神ヴェーヌ

スのもとにとゴまること1年，やうやく自分の罪に気づき，ローマに巡礼し

たが，法王から，自分が手にもっこの杖に，再び緑の芽が生えないやうに，

タンホィザーの罪も放されることはない，といひ渡された．タンホィザーは

絶望し，またヴェーヌス山へかへる．ところが，3日ごに，法王の杖に緑の

芽が生えて来たのである．法王は全国に使者を送って，タンホイザーを探さ

せたが，しかし，おそすぎた．

（2）

　1842年4月7日，ワーグナー夫妻は，パリを出発，ドレスデンに向つた．

パリ滞在は，39年9月から数へて，2年半．パリで成功して，世に認められ

たいと希った2年半であったが，パリでは，何一つ成功しなかった．『さまよ

へるオランダ人』がベルリンで，そして，『リエンッィ』がドレスデンで，上

演の約束を取りつけたのを，せめてもの土産に，故国ドィッに引上げざるを

えなかったのである．

　この帰途，春のテユーリンゲン：地方をとほりながら，ワーグナーは遠くか

らではあったが，ワルトブルク城を見て，強い印象を受けた．パリで，ぼん

やり思ひうかんだ構想が，ワルトブルクを見ることによって，急に具体的に
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なって来たのである．

　ワーグナーと妻ミンナとが，パリを離れたのが，4月7日．さうして，12

日には，ドレスデンに到着した．こ、が，ワーグナー夫妻の落ちつき場所で

ある．しかし，ワーグナーは（ミンナを残して）独り休む間もなく，15日に

は，ライプツィヒに行き，久しぶりに，母と2人の姉に会ってゐ．る．上の姉

ルイーゼは，ブロックハウス書店の店主フリードリヒ・ブロックハウスと結

婚，下の姉オッテーリエもフリードリヒの弟で，言語学者のヘルマン・ブ

ロックハウスと結婚して，共にライプッィヒに住んでみた．

　さらに，ワーグナーは，約束の『さまよへるオランダ人』の上演の成り行

きを問合せるために，ベルリンまで足をのばした．ところが，意外にも，ベ

ルリン宮廷劇場監督レーデルン伯爵（Friedrich　Wilhelm　von　Redern，1802－

83）は，監督を辞任するので，『オランダ人』のことは，後任の監督と相談し

てもらひたい，とのことであった．後任者キュストナー（Karl　Theodor　von

Kostner，1784－1864）は，まだベルリンに赴任してをらずライプツィヒに

みた．よりによって，キュストナーとは，ワーグナーにとって不幸だつた．

先に，ワーグナーはパリから，完成したばかりの「オランダ人』を，ミュン

ヘンに送ったが，このオペラは，「ドイツには向かない」と云って突き返して

来たのが，そのころ，ミュンヘンの劇場監督をしてみた，このキュストナー

だつたからである．5月5日，ワーグナーは，ライプッィヒでキュストナー

と会ひ，rオランダ人』のベルリン上演について相談してみる．しかし，矢張

と云はうか，キュストナーから承諾の返事は得られなかった．

　6月9日，ワーグナーは義兄にあたるブロックハウス兄弟から金をかりて，

母と妻とをともなひ，テプリッッ（Tep五tz）へ保養に出かけてみる．このボ

ヘミアの保養地（温泉）は，ワーグナーの伝記の中で，や＼特別の意味をも

つ．1813年5月22日，ワーグナーはライプッィヒに生れたのであるが，それ

は，ドイツ諸国とナポレオン軍との，世にいふ「ライプッィヒの会戦」（ま

たは，諸国民戦争）（10月16日一19日）の5ケ月まへで，すでにライプッィ

ヒの町は騒然としてみた．6月4日には，ワーグナー一家は，市内から郊外
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のシュテッテリッツ（St6tteritz）に疎開したが，ワーグナーの父フリード

リヒ・ワーグナーは，警察書記（Polizeiaktuarius）といふ職業柄，7月はじ

めには，ラィプッィヒに戻らねばならなかったから，その後は，母と子供

たちだけが残った．7月21日，ワーグナーの母ヨハンナは，生後3ケ月の

ワーグナーをつれて，テプリッッに行った．一見，何でもない温泉行と思へ

るのだが，ワーグナーの伝記作者の中には，この旅行を妙に勘ぐる者もみ

る．このとき，テプリッッの劇場には，俳優のルートヴィヒ・ガイヤーが出

演中であった，ガイヤーは，ワーグナー家の親しい友だちであり，疎開先で

心細くしてみるワーグナー母子を，招待したのである．しかし，この旅行に

は，フリードリヒ・ワーグナーが仕事のためとはいへ，一緒に行かなかった

こと～，その年の11月23日に，フリードリヒが発疹チフスのために死に，そ

れから9ケ月しかたってみない18正4年8月28日に，ヨハンナはガイヤーと再

婚，それも妊娠4ケ月での再婚だつたので，そもそもワーグナーは，フリー

ドリヒ・ワーグナーの子どもではなく，ガイヤーの子ではないか，といふ臆

測さへ広まってみる．それによれば，ヨハンナは，「父親」のガイヤーに，

赤ん坊を見せに行ったのだ，とうまく辻褄を合せた説明がなされる．

　それから30年，（その間に，何度か行ってはみるが），ワーグナーは，母と

妻と3人で来たのであるが，自分1人は，さらにアウシッヒ郊外のシュレッ

ケンシュタィン村（Schreckenstein　bei　AuBig）に，泊りがけで数日，出か

けてみる．ある日，そのあたりで1番高いヴォストライ山（Wostrei）に登っ

たときには，とつぜん，陽気なダンスのメロディに驚かされたが，それは丘

の上に休んでみた1人の羊飼の吹く口笛であった．ワーグナーは，たちま

ち，その羊飼の傍を通って谷を行く巡礼の合唱を，思ひゑがいてるる．ワー

グナーが最初に，散文草稿を書いたのは，このシュレッケンシュタインの宿

においてゴあった．たぼし，題は，まだ『タンホイザー』となってをらず，

『ヴェーヌス山』（Dθ7碗脚加蟹）である2）．

　テプリッッにもどったワーグナーは，書いたばかりの草稿に手を入れ，第

2次草稿を作った．7月18日置ワーグナーは母と妻を残して，一足はやく，
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ドレスデンにかへる．『リエンッィ』の主役を演ずるヴィルヘルミーネ・

シュレーダー冨デフリーント（Wilhelmine　Schr6dcr－Devr量ent，1804－60）

（アドリアーノ役）とティハチェック（Joseph　Tichatschek，1807－86）（リ

エンッィ役）が，間もなく，ドレスデンに着くといふ電報が入ったからであ

る．

　その年の10月20日，『リエンッィ』は，ドレスデンの宮廷劇場で初演きれ

た．5幕からなる大作なので，（普通よりも早く）6時に始まったが，上演は

5時間をはるかにこえ，をはったのは，11時45分であった．ワーグナーは，

途中で観客が帰ってしまふのではないかと心配したが，最終幕がおりたとき

にも，客席は一ぱいで，長い拍手がつゴいた．

　『リエンッィ』の成功は，ワーグナーの生涯において，1つの転機をなす．

バイロン（Gorge　Gordon　Byron，1788－1824）は「一朝目覚むれば，わが名

天下に高かりき」と云ったといふが，ワーグナーのばあひも，それにいくら

か似てみないでもない．翌21日，妹ッェツィーリエ（とその夫）にあて、，

「勝利だ！　勝利だ！　いとしい，善良な人たちよ！　夜が明けたのだ！

この日が君たち皆の上にも輝くやうに！」と書き送ってみる．欄外には，ミ

ンナの添へ書きがある，「とても幸福，私の願ひは叶へられたのです」

　『リエンッィ』の成功は，さらにもう1つの余慶をもった．ベルリンで見送

られた『オランダ人』も，そのおかげで，同じ宮廷劇場で上演される運びと

なったからである．しかし，翌43年1月2日，ゼンタ役を，ヴィルヘルミー

ネ・シュレーダー＝デフリーントが歌ひ，ワーグナー自ら指揮台に立った

が，今度は前のやうには行かなかった．観客は，rリエンッィ』のやうなグ

ランド・オペラ3）を期待したのに，rオランダ人』は違ってみたからである．

　ワーグナーのワーグナーたるところは，グランド・オペラから訣別して，

新しい舞台芸術作品，一般の用語を使へば，「楽劇」（Mus且kdrama）の創造に

あったわけであるが，『リエンッィ』は，まだグランド・オペラの様式の中

にあり，そのために観客から喜ばれたのである．しかし，『オランダ人』は，

楽劇への第1歩にあたり，ワーグナー自身も，「こ、から，私の詩人として
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の人生が始まる」（『友人たちへの報告』）と云ってみるが，まさに，そのため

に，当時の観客には人気がなかったのである．民衆は，いつの時代にも，新

しい価値判断の能力をもたない，

　テプリッッ近郊のアウシッヒで着想した『タンホイザー』の仕事は，その

後も少しづ＼進み，このオペラのテキストが完成したのは，自伝『わが生涯』

の記述によれば，（1843年）5月22日の満30歳の誕生日の日であった．しか

し，その5週間まへの4月13日には，パリで，友人のレールスが死んでみ

る．レールスは，アンダース（Gottfried　Engelbert　Anders，1795－1866），

キーツ（Ernst　Kietz，1816－92）と共に，パリ時代のワーグナーの最も親し

い伸間であり，特に，このレールスは，ワーグナーのために，タンホィザー

関係の文献をいろいろ探してくれたし，その他にも，ワーグナーに，ブルー

ドン　（Pierre　Joseph　Proudhon，　1809－65）　やフオイアーバハ　（Ludwig

Feuerbach，1804－72）について教へてくれたのだった・

　7月19日，ワーグナーは，この夏も，テプリッツに出かけ，早くも次の日

には，『タンホイザー』の作曲を始めてみる．8月16日，ドレスデンに戻って

からも，仕事はつゴけられ，翌44年を経て，総譜が出来上ったのが，45年4

月13日である．

　初演は10月19日（日曜日），場所は，　ドレスデンの宮廷劇場において，指

揮はワーグナー，ヴェーヌスにはシュレーダー＝デフリーント，タンホイ

ザーにはティハチェック，そしてエリーザベト役には，ワーグナーの兄アル

ベルトの娘で，当時19歳のヨハンナがえらばれた，

　観客からの反応は，あまり芳しくはなかった．それは，オペラそのもの》

出来にも原因があったであらう．最終場（第3幕第3場），ヴェーヌスは舞

台にあらはれず，たゴ，タンホイザーの幻想となってみるし，エリーザベト

の死も，ヴォルフラムがさう伝へ（棺は舞台に運ばれない），かすかな鐘の

音で暗示したゴけであった．人々は，話の筋をうまく理解出来なかったらし

い．ワーグナーもこの点を認め，すぐに，第2回の上演から，だいたい，い

ま私たちが見るやうな形に改めてみる．（以後も，ワーグナーは，このオペラ

一49一



には細かい個所まで数へれば，それこそ，一生涯手を入れてみる．申でも，

大改訂は，1861年，パリのオペラ座での上演のために，主に冒頭の「ヴェー

ヌス山の場」を大巾に書き直した．）

　かういふ訳で，『タンホィザー』は，はじめあまり人気がなかったのである

が，すぐ最終場を書きかへたこともあり，回を追ふにしたがって，入りがよ

くなり，1849年5月，ドレスデン暴動に加担したワーグナーが，国外に亡命

するまでの3年半のあひだに（43年2月2日には，宮廷劇場の楽長に就任），

18回上演されてるる．

（3）

　『タンホィザー』を書くに当って，ワーグナーは，まへにふれたティークや

ホフマンの作品，ルーカスの論文の他にも，ハイネの皮肉な讃詩「タンホイ

ザー，ある伝説」（1836年作；37年，雑誌「サロン」に発表）とか，ベッヒ

シュタインのrテユーリンゲン地方の伝説宝庫』（Ludwig　Bechstein∴08γ

5αgθη56勧z伽7盈漉g6痴π伽，1835），それにグリム兄弟の「ドイツ伝説集』

（1）θ鳩6んθ3αgθη，1816－18）などを，参考にしたであらうといはれてみる。

ワーグナー自身は，rわが生涯』やr友人たちへの報告』において，ヴェー

ヌス山についての民衆本（Volksbuch）云々といってみるが，それに当るや

うな本は出版されてるない．

　作家は時代の子であると云はれるやうに，ワーグナーの作品にも，時代思

潮からの影響が見られる．rタンホィザー』には，因襲からの解放と官能の満

足をもとめる「青年ドィッ派」（Das　junge　Deutschland）の反映がある．20

歳のころ，といふと，「タンホイザー』執筆の10年ほどまへであるが，青年ド

イツ派の代表的な小説であるラウベの「若いヨーロッパ』（Heinrich　Laube：

1）砺ブ観8θE聯吻，1833－37）やこの派の源泉となったハインゼの『アルディ

ンゲロ』（Wllhelm　Heinse：撫4’η9乃6110膨ゴ伽9伽ん5θ」∫96η肋∫6♂η，1787）が，

体のすみずみまでかけめぐつた，とワーグナーは自ら回想してみる（「自伝
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のスケッチ』）．

　このやうに，ワーグナーは既存の題材を借用し，時代思潮の影響のもと

に，いはゴ，客観的に創作してみる．日本の私小説のばあひとは，大いに異

なる．しかし，ワーグナーのオペラー特に，『オランダ人』以後のものに

は，作者ワーグナーの感情の強い吹き込みがある．ゲーテにとって，自分の

作品はどれも，自己告白の書であったやうに，ワーグナーにとってもまた，

自分のオペラは全部，自己の心情の吐露に他ならなかった．それがとりもな

ほさず，私たち読者を，そして観客を感動させる原因の1つともなってみる

であらう．

　『タンホイザー』にも，ワーグナーの色濃い感情移人がある．ヴェーヌス山

は，いふまでもなく，パリである．当時の文化の中心地，歓楽の増蝸，そし

て，ヴェーヌスは，「名声」夫人か．これに対して，素朴で，健全なテユーリ

ンゲンは，すなはち，ドィッである．ワーグナーはパリからドレスデンにむ

かふ途中，春のテユーリンゲンを通りながら，遠くにワルトブルク城が見え

て来たとき，「ほんたうに慰められた」（r自伝のスケッチ』）と云ってみる．

ヴェーヌス山から戻ってきたタンホィザーと同じ気持で，ワーグナーはワル

トブルク城を見上げたのだった．その他にも，ヴォストライ山で，実際に出

交した羊飼の口笛とそれに触発された巡礼の合唱のイメージは，第1幕第3

場や第4幕第1場，第3場に，それぞれ生かされてみる．

　『タンホイザー』は，コントラストの極めて明確なオペラである．肉体と精

神，異教とキリスト教，暗と明，そして，季節も，春と秋など．まつ，序曲

からが，さうなってみる．キリスト教的純愛を示す巡礼のテーマが，遠くか

ら徐々に近づき，また遠のいて行く．次に宮能的放逸をしめすヴェーヌス山

のをどりがあらはれる．をどりは喧曝をきはめ，その極に達すると，急に閑

かになり，幽かに追想となってひゴ〈．再び，巡礼のテーマが登場し，力強

く歓喜を歌ふ．ボードレールは，「『タンホイザー』は，人間の心情を主戦場

として選んだ2つの原理の，すなわち，肉体と精神との，地獄と天国との，

〈サタン〉とく神〉との闘争をあらわしている．そしてこの2元性は，ただち
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に序曲によって，比類のない巧妙さであらわされている」（「リヒァルト・

ワーグナーとrタンホイザー』のパリ公演，人文書院版ボードレール全集）

と書いてみる．

　（第1幕）タンホイザーは，官能的な愛を求めて，ヴェーヌス山へやって来

た．そこには，ヴェーヌスのほかに，ナヤーデ（川の精），ジレーネ（海の

女神），グラーツィエ（優美の女神），アモレッティ（愛の童神），ニンフ（水

の精），サテユロス（森の神），ファウン（野の神），酒神バッカスの巫女な

ど，ギリシア，ローマの神々や妖精たちがつどひ，淫狼な饗宴をくり広げて

みる．これらはすべて，キリスト教から見れば，異教の神々である．キリス

ト教文化は，この神たちを，好色や放逸とむすびつけ，明るい表の世界から

暗い洞窟の申へ追ひやった。タンホイザーは，そこにとゴまること1年，耽

溺にも，いまあきて，元の世界をなつかしむ．かうして，タンホィザーは戻

って来た．そこに猟からかへる途中の方伯ヘルマンとその騎士のミンネゼン

ガーたちの一行が通りか＼る．皆は口々に，タンホイザーに，どこに行って

みたのか，どうして帰って来たのか，とたつねる．タンホイザーは，遠い異

国をさまよひ歩いてみたと応へ，さらに先へ行かうとする．ヴォルフラムが

方面の姪エリーザベトの名をいふと，タンホイザーの足はとまる．かつて2

人は，愛し合ふ者同士であったのだ．タンホィザーは，とゴまる決心をす

る．一行は，タンホィザーを歓迎し，そして，歌ふ．「我らの失はれた友が

帰って来た．奇蹟が友を呼びもどしたのだ」

　（第2幕）ワルトブルクの「歌の大広間」である．タンホィザーも加はつ

て，いまや，歌合戦がおこなはれようとしてみる。歌の題は，「愛の本質」（der

Liebe　Wesen）と決った．ヴォルフラムをはじめとして，皆が清純な一と

いふことは，つまり，形式的な愛の理想を賛美したのに対して，タンホィ

ザーは，享楽してこそ愛であると応へ，この愛を味はったことのない者は，

ヴェーヌス山へ行ってみるがよい，と歌った．満場，騒然となる．タンホイ

ザーは，ヴェーヌス山帰りであったのかと，人々は驚く．貴婦人たちは顔を

そむけ，騎士と歌人たちは剣をぬいてこの繊れた者に迫る．そのとき，エ
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リーザベトが飛び出して来て，庇ったので，タンホイザーは何とか命だけは

助かる．そして，たゴちに，ローマへ餓悔の旅にと出発した．

　（第3幕）ワルトブルクのまへの谷間．ローマから還って来た巡礼たちの

中に，タンホイザーの姿は見えない。エリーザベトは，聖母マリア像に祈

る．夜，疲れはて》，ぽろぽろの服を身にまとった1人の巡礼が来る．タン

ホイザーである．ヴォルフラムが，ローマではどうだったか，とたつねる．

法王の答は，厳しかった．手にもつ司教杖に，緑の芽が生えない限り，タン

ホイザーの罪が赦されることはない，といふのであった．タンホイザーは絶

望のあまり，再び，ヴェーヌス山へ行かうとする．そのとき，エリーザベト

の死が告げられる．エリーザベトは，死をもつて，タンホィザーの罪のため

に祈ったのである．奇蹟は起つた．後から還って来た巡礼たちは，法王の杖

に，緑の芽が生えた，と語る．

（4）

　ワーグナーの組立たストーリーは，大部分，既存の題材に依ってをり，独

自のものはあまりない．しかし，ワーグナーの『タンホィザー』は，実に

ワーグナーらしい独自の作品であって，伝説の，単なる再話ではない．

　ワーグナーは歌合戦の主人公をタンホィザーとし（ルーカス説からのヒン

ト），歌合戦の争点を，肉体的・性的な愛と，精神的・理想主義的な愛との

対立としてみる（青年ドイツ派からの影響）．このために，2つの伝説は，緊

密にむすびついたのである．タンホイザーとは無関係だつた歌合戦伝説にも

とづいてみるホフマンの作品では，技巧的な歌と，無技巧の歌との争ひとな

ってみる．

　また，ワーグナーは，聖エリーザベトを導入してみる．普通，歌合戦伝説

では，負けたハインリヒ・フォン・オフターディンゲンを助けたのは，方南

夫人ゾフィーである，ワーグナーはそれを帝座の姪エリーザベトに替へた．

清純な愛を代表し，最後には，聖エリーザベトとなって，タンホイザーを救

　　　　　　　　　　　　　　　一53一



ふためには，方伯夫人よりは，未婚の乙女の方がふきはしい，と判断したか

らでもあらう．聖目リーザベトがあるために，私たちは，タンホィザーの罪

が赦されるのも理解出来るし，全篇に渡って，エリーザベトとヴェーヌスと

の対照が明確となり，2人のあひだをゆれ動くタンホィザーといふ設定も成

功してみる．

　この聖エリーザベトにしたところで，ワーグナーの完全な創作ではない．

彼女は，1207年，ハンガリー王アンドレアス2世の娘として生れた．1221年

テユーリンゲンの方伯ルートヴィヒ4世（ヘルマンの息子）と結婚，ルート

ヴィヒの死後，ワルトブルクを去って，マールブルクへ行き，そこに慈善院

を建て，貧者や病人の世話に献身した．1331年に死去．35年には，法王グレ

ゴール9世によって，聖人に列せられたので，聖心リーザベトといはれるの

である．

　「ワーグナーは，何よりも深く救済について考へた．ワーグナーのオペラ

は救済のオペラである」とニーチェは云ってみるが（『ワーグナーの場合』一

3），『タンホィザー』もまた，「救済」のテーマを取扱ってみる点からも，ど

こまでもワーグナーらしいオペラである．しかし，この作品は，た斗ワー

グナーらしいだけではない．文字史の上にも，確かな位置をしめてみると思

はれる．ヨーロッパの文学・美術の底流にある1つの神話に属してみると見

られるからである．

　タンホイザーは方伯の姪エリーザベトに惹かれてはみたが，それだけでは

飽きたらず，ヴェーヌス山へと行った．しかし，しばらくすると，ヴェーヌ

スとの耽溺生活にも嫌気がきして，元の所へ戻って来た．皆は，一旦，失は

れた者が，また還って来た，と喜ぶ，だが，タンホイザーがヴェーヌス山に

みたことが分ると，人々は彼を非難した．タンホイザーはローマへ巡礼す

る．罪は，はじめ，赦されないかに見えたが，エリーザベトの献身によっ

て，赦される．ワルトブルクからヴェーヌス山，ヴェーヌス山からワルトブ

ルク，そして，ローマへの縁下の旅一これらの彷復は，タンホィザーにと

って，無駄だつたのであらうか．タンホイザーは，ワルトブルクにとゴまつ
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て，エリーザベトとの清らかな愛を守ってみれば，よかったのだらうか．

　ヴォルフラムの歌に代表されるワルトブルクは，因襲の世界である．すべ

ては型にはめ込まれ，個性は死に，虚飾におほはれた所である．例へば，私

たちの現に生活してみる社会が，即ち，それである．結核のやうな青年期の

病気は遠のき，戦争は非現実とおもはれる社会，「生命尊重のみがあって，魂

は腐った」と三島由紀夫が指摘した社会である。そこに生きることは，最も

　　　　　　　　　　　　　　　　せい
容易である．しかし，それは，真の生を生きたとはいへない．だから，タン

ホィザーは，さういふ所を飛び出して，ヴェーヌス由へ行く．ヴェーヌス山

行きは，道徳的には，致命的な悪である．しかし，「道徳」もまた，形式的・

慣習的な規則に過ぎないのではないか．1ど，一切を御破算にして，1から

考へ，自ら体験する必要があるのではないか．

　タンホイザーは，ワルトブルクを去り，冒険を求めて，ヴェーヌス山へ行

き，そして，また，ワルトブルクへ還って来た．それを迎へたのは，聖エ

リーザベトである．タンホイザーの「さすらひ」は，徒労ではなかった．そ

　　　　　　　　　　せい
れどころか，より高い生のためには，不可欠だつたのである．

　私たちは，これに類する話を知ってみる．r新約聖書』ル〆高第15章にあ

る「放蕩息子」の話である．

　ある所に，2人の兄弟がみた．兄弟は父に財産の分配を要求した．父は自

分の財産を2質して，半分を兄に，残る半分を弟に与へた．間もなく，弟は

自分の貰ひ分の財産をもつて異国に行き，そこで放蕩の限りをつくし，その

財産をことごとく使ひ果してしまった．食べ物にも事欠くやうになったの

で，ある人にすがって，そこの豚飼にしてもらったが，豚の餌で飢を凌がう

と思ったほどである．そのとき，彼は考へた．父の家には，食べ物も沢山あ

り，雇ひ人も大勢みるのに，自分はこ＼で飢ゑ死しきうになってみる．父の

所に行って，かう云はう．私は天に対し，あなたに対し，罪を犯しました．

あなたの息子と呼ばれる資格はありません，どうか，これからは，雇ひ人の

1人として，側において下さい，と．

　彼は立って，父のもとに還り，そのとほりにいった．父は息子を見ると喜
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び，最上の牛を殺して，ご馳走し，祝宴がはじまった．畑仕事からもどった

兄は，この騒ぎをきいて，怒って，父に迫り，自分は長いあいだ，1度も，

あなたに背いたりしてゐません．友だちと楽しむときも，子羊1匹もらって

るません．それなのに，異国に行って，女どもと遊び，財産を失くした「あ

いつ」のために，肥えた牛を殺して，もてなすとは，となじった，父は答へ

た．死んだと思った息子が，生きて還って来たのだ．喜び，祝ふのは，当り

まへだ．

　ジッド（Andr6　Gide，1869－1951）は，この話をもとに，『放蕩息子の

帰宅』（LθR6‘oπ7漉‘’θ吻η’ρ70鞠％，1907）を書いた．リルケ（Rainer

Maria　Rilke，1875－1926）はジッドのこの短篇をよんで感激し，ドイツ語

に翻訳してみる．リルケは，放蕩息子の話に，よほど，興味があったらし

く，『マルチの手記』（D飴」ψθ励π吻gθπ伽ルfα’‘6加厩必Br恕gθ，1904－10）

の最後の部分にも，この話が出て来る．

　ジッドやリルケだけではない．ゲーテの『ファウスト』にしてからが，大

体，さういふ構図になってみる．ある瞬間に射って，「止まれ！　お前は，

いかにも美しい」とファウストがいふまでには，グレートヒェン悲劇やヘレ

ナとの愛の生活，そして，2人のあひだの子，オイフォリオンの死を体験し

なくてはならなかった．ドストエフキーの「罪と罰』をはじめとする数篇の

小説もまた，同様のテーマを逐ってみる．といふことである　（三井健之介

『ドストエフキーのおもしろさ』）．

　放蕩息子は，美術においても，好んで題材に取上げられる．レンブラント

にも，何枚かの放蕩息子の絵があるし，ロダンの彫刻にもあるし，現代では，

シャガールも放蕩息子をかいてみる．

　文学や美術には，放蕩息子が繰返しあらはれる．繰返しあらはれるから，

神話なのである．神話とは，何も神様の話ではない．場所も時代も特定せ

ず，どこでゴも，いつでも，あり得る話である．

　ジッドのは，直接，『聖書』の話を焼きなほした小品に過ぎないし，『ファ

ウスト』にしても，『罪と罰』にしても，構図は，や、ぼやけてみる．原点
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（家）一遠出（異国）一再び，原点（家）といふ場所の移動にしても，はっ

きりしてみない．そこにゑがかれてるるのは，主人公の心の「ゆれ」を経

て，より高い生に至る，精神的な彷裡だけである．

　ワーグナーの『タンホィザー』は，もっと明確に，放蕩息子の話に一致す

る．ワルトブルクからヴェーヌス山，そして，またワルトブルクと場所も移

動してみるし，第1幕第4場での方伯と歌人たちのことば，「失はれた者が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また　　　　　　う　　　　また
還って来た！」は，ルカ伝の「この我が子，死にて復生き，失せて復得られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あそびめ
たり」にも近かいし，ヴェーヌスとの愛欲生活に耽ったといふのも，「遊女

らと共に」身代を食ひつくした放蕩息子に等しい．

　ワーグナーが参考にしたといはれるティークの『忠実なエッケルトとタン

ホイザー』では，タンホイザーはエンマといふ少女に思ひを寄せたが，彼女

が別の男と結婚すると聞いて，その男を殺して了つた．エンマは悲しみのあ

まり死ぬ．かうして，タンホイザーはヴェーヌス山へ行く．しばらくして，

戻ってみると，殺したと思ったのは妄想で，エンマは生きてをり，タンホィ

ザーの親友フリードリヒと結婚してみた．その後，タンホイザーはローマに

巡礼するが，罪が赦されなかったといひ，エンマを殺して，ヴェーヌス由へ

もどる……といふやうな話で，放蕩息子の神話とは重さならない．グリムの

伝へるタンホイザーは，諸国を遍歴してみて，たまたまヴェーヌス山にも滞

在したのだし，ハイネのバラードでは，罪の赦しを拒否されたタンホィザー

は，再び，ヴェーヌス山へ行き，（ローマから）途申とほって来たドィッの

野々について，一々皮肉なコメントをつけて，ヴェーヌスに話してみる．グ

リムも，ハイネも，放蕩息子とは，つながらない．

　ワーグナーは，タンホイザーと歌合戦といふ2つの伝説を，巧みに野合し

て，自分の放蕩息子神話を作り上げたのである．
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　　　注

1）最初，南フランスのトゥルバドゥル（吟遊詩人）のあひだで主題とされたこの愛

　　は，北フランスではamour　courtoisとよばれ，ドイツに入って，　Minneといは

　　れた．

2）ハンス・マイヤーなどは，このオペラが，はじめ『ヴェーヌス山』と題されて

　　みたことに，こだはり，そこから，この作品を解釈，位置づけようとしてみる．

　　H．Mayer：，，Tαηηゐ伽∫8γ‘‘襯44’θん伽∫’Z励8ηPα7副8∫θ．

3）このころ，パリのオペラ座を申心に，マイヤーベーア（Giacomo　Meyerbeer）に

　　代表されるグランド・オペラが一世を風廓してみた．グランド・オペラとは，も

　　ともと，オペラ・コミックと区別するために名づけられたので，日本語に訳すと

　　すれば，「正歌劇」となるが，その特色をあげるなら，規模雄大で，悲劇的，見

　　せ場の多いオペラとでもいへるか．
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R. Wagners Ttinnhduser und der Mythos

Yoshihiro Ito

    Der Titel der Oper lautet genauer: 7"2znnhdteser und der Sdnger-

kriag aof PVartburg. UrsprUglich ist die Tannhauser-Sage unabhangig

von der vom Wartburgkrieg. Wagner hat, durch eine Hypothese des

Philologen C. T. L. Lucas beeinfluBt, in seinem Werk TZinnhduser

die zwei Sagen verbunden.

    Wagners 7kznnhdaser entsteht zwar aus bekannten Stoffk]n: aus

Sagen und Geschichten usw., aber darin spiegeln sich jeweils die Erleb-

nisse des Verfassers.

    Das StUck hat zugleich eine feste Stellung innerhalb der Literatur･-

geschichte, weil ihm die Parabel vom verlorenen Sohn aus dem Lukas-

Evangelium zugrunde liegt. Der Tannhauserfahrt nach dem Venus-

berg entspricht der Aufbruch des verloernen Sohnes in ein femes Land

und das zUgellose Leben dort. Wie der Vater den zurifckgekehrten

Sohn empfing mit ofibnen Armen, so wartete die heilige Elisabeth auf

Tannhauser.

    Wagner hat in dieser Oper seinem eigenen Mythos vom verlo-

renen Sohn Gestalt gegeben.

-- 59 -


